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  00別紙 

令和５年度学校運営連絡協議会実施報告書 

１ 組織   

（１）都立桜町高等学校 学校運営連絡協議会（全日制課程） 

（２）事務局の構成 総務主任兼務＝事務局長、総務部員４名 計５名 

（３）内部委員の構成 

   校長、副校長、経営企画室長、主幹教諭（教務担当）、主幹教諭（生活指導担当）、主幹教諭（進路指

導担当）、主任教諭（総務担当）、主任教諭（１学年担当）、主任教諭（２学年担当）、主任教諭（３学年

担当）  計１０名 

（４）協議委員の構成 

      ＰＴＡ会長、ＰＴＡ副会長、元ＰＴＡ会長、同窓会長、学校医、近隣中学校長、近隣自治会代表２名、

近隣警察署代表、近隣消防署代表、 計１０名 

２ 令和５年度学校運営連絡協議会の概要 

（１）学校運営連絡協議会（第１～３回）の開催日時、出席者、内容、その他 

   第１回 令和５年７月６日（木）内部委員１０名、協議委員１０名 

      協議委員委嘱、委員紹介、評価委員の選出 

     学校経営計画、本校の現状と課題の説明、防災教育の計画、意見交換 

   第２回 令和５年 12月６日（水）内部委員１０名、協議委員１０名 

     学校経営の報告、予算執行状況、これまでの教育活動に関する報告、避難訓練の反省、学校評価の

内容検討 

   第３回 令和６年３月７日（木）内部委員１０名、協議委員１０名 

    学校経営の報告、予算執行状況、授業公開、これまでの教育活動に関する報告、学校評価の報告、 

   学校運営に関する協議、提言、今年度のまとめと来年度への課題 

（２）評価委員会の開催日時、会場、出席者、内容、その他 

第１回 令和５年 12月６日（水）内部委員２名、協議委員２名 

    学校評価の基本方針の確認、昨年度の学校評価結果の分析・考察、内容の検討、実施時期の検討 

第２回 令和６年３月７日（木）内部委員２名、協議委員２名 

    アンケート集計結果の分析・考察、課題の整理、評価報告書（原案）の検討 

３  学校運営連絡協議会による学校評価（学校評価報告） 

（１）学校評価の観点 

   「学校への理解」「学校の意欲」「学校の実践」の観点で学校経営計画に基づき評価する。 

（２）アンケート調査の実施時期・対象・規模 

   実施時期…１２月 ／ 対象…全校生徒・保護者全員・教職員全員 

（３）主な評価項目 

    学校運営、学習指導、家庭学習、生活指導、進路指導、部活動・学校行事、国際教育、デジタル技術

の活用、健康安全指導など 

（４）評価結果の概要 

   生徒は、行事・部活動についての肯定的な意見が 9割を超えていたことから、充実した活動ができて

いたと読み取れる。保護者向けアンケートは、今回から「わからない」の選択肢を設けたところ、すべ

ての設問で「わからない」と回答する保護者が多かった。今後はホームページでの積極的な情報発信を

継続することや、授業公開の改善、行事等の参観をとおして、学校の取り組みや生徒の活動の様子を見

ていただく機会を増やす。 

 教員の回答では、生活指導について肯定的な意見が年々減少している傾向が見られた。また、地域連

携や国際交流についても、肯定的な意見の割合は変化がないものの、「はい」の意見は減少している。 

（５）評価結果の分析・考察 

① 生徒 

   一人一台端末を所持している 1・2 学年は、Q12 のデジタル技術の活用に肯定的な意見が多い。Q13

の家庭学習の時間については、３年生は肯定的な意見が多いが、これは大学受験対策であると考えられ

る。全体でみると肯定的な意見は少ない。 

② 保護者 

「わからない」と回答した保護者が多いことから、本校の取り組みが保護者へ十分に伝わっていないこ

とが読み取れる。また、Q7(地域連携)、Q8(広報活動)、Q12(デジタル技術の活用)については、生徒で

は肯定的な意見が多かったことと比べると、保護者の肯定的な意見は少ない。 

③教職員  

   Q3(生活指導)について、肯定的な回答が年々減少している。また、Q6(国際理解教育)と Q7(地域連携)

について、肯定的な回答は過去３年間で大きな変化は見られないが、「はい」の回答が年々減少している。    
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４  学校運営連絡協議会の成果と課題 

（１）学校運営連絡協議会を実施して得られた成果 

   保護者の「わからない」の回答が多いことから、高校の教育活動に対する保護者の関心が薄いのでは

ないか、と分析された。PTAも同様の認識を持っているとのことで、現状と課題を共有することができ

た。また、保護者コミュニケーションシステムの導入により、学校から保護者へ発信する情報がダイレ

クトに伝わる点で利便性は向上する一方、教員と保護者の直接的なコミュニケーションが不足してしま

うことを懸念する声があがった。地域連携については、文化祭やボランティア活動をとおして、地元商

店街との良好な関係を築けていることを評価された。 

（２）学校運営連絡協議会を実施して明らかとなった課題 

   生徒だけではなく保護者との情報共有について、今まで以上に工夫が必要である。学校の取り組みを

保護者に理解してもらえるよう、学校側がホームページや保護者コミュニケーションシステム等を活用

して積極的に保護者へ情報を発信し、それが確実に保護者に届くような環境を整備する必要がある。ま

た、地域社会との連携を深め、今後とも良好な関係を維持・発展させることが必要である。生徒の家庭

学習の習慣付けは、学校だけでなく家庭にも応分の努力が求められている。学校として十分に対応しき

れていない面もあり、双方の努力を継続し改善に繋げる必要がある。 

５ 学校運営連絡協議会及び学校評価を活用した教育活動の改善事項 

（１）学校運営 

    桜町高校の伝統を維持しつつも、生徒を取り巻く環境の変化に適応した、新しい桜町高校の在り方を

模索する必要がある。まずは学校行事を中心とした生徒の内面の成長を図る取り組みをさらに充実させ

る。また、北京匯文中学校との定期的な国際交流を継続していくとともに、交流の成果を生徒や教職員、

保護者にむけて積極的に発信する。また、３年間を見据えた系統的な進路指導の充実が必要である。 

（２）学習指導 

   家庭学習習慣の確立を図るため、授業規律の徹底に加え、家庭学習の習慣化に結び付ける学習活動を

さらに推進する。また、タブレットを活用した授業展開や探究活動を工夫することで、デジタル社会を

生き抜く力を涵養する。 

（３）特別活動 

今後とも、体育祭・文化祭の他、日常から学校・学年行事を自ら主体的に取り組ませるように指導す

る。また、部活動の活性化を図り、加入をさらに促進させることで充実した高校生活をおくる基盤整備

を行う。 

（４）生活指導 

   遅刻指導・頭髪指導をとおして、生徒に規範意識を植え付け、自らを律する態度を育成する。生活指

導部がリーダーシップをとり、統一した生活指導方針のもとで教員が一丸となって取り組む。 

（５）進路指導  

   生徒の進路希望を実現させるため、個に応じた指導を充実させる。特に、４年制大学については、現

役での合格率６０％を維持するため、総合型選抜対策として論文や面接の丁寧な個別指導を実施すると

ともに、大学入試を意識した学習の充実を図り、一般受験合格者の増加を維持する。 

（６）健康・安全 

   保健室利用状況の改善を図り、スクールカウンセラーの積極的利用を推進する。 

６ 「学校が良くなった」と考える協議委員の割合 

（１） 協議委員人数 回答数 10名／10名中 

（２）学校が良くなったと答えた協議委員の人数 

そう思う 
多少そう 

思う 

どちらとも

言えない 

あまりそう

思わない 

そう思わ 

ない 
分からない 無回答 

２ ６ ３     

 

７ 職員会議及び企画調整会議への協議委員の参加実績及び成果 

  本年度は、いずれの会議にも参加はなかった。 

８ その他 

  令和５年度学校評価アンケートから、生徒・保護者・教職員すべての回答を Formsで回収した。従来の

マークシートと比較して、回収にかかるクラス担任の手間が軽減されるとともに、集計作業も効率よく行

えるため、今後もこの形での学校評価アンケートを継続する。 

 


